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用によるリアルタイム接続を、それぞれ省略して表している。
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授業全15回のうち、11回がオンデマンド授業、４回がリアルタイム接続での実施となった。
受け身的な状況への対応としてではあったが、結果として、二つの収穫があった。ひとつめ
は、一通りの授業形態を実施したことが、今後の同科目の改善に向けたテストケースになった
ことである。また、二つ目として、学生に概ね満足してもらうことのできる授業になったこ
とⅰである。ただ、これには、上記に示した授業形態の変遷が、この科目の15回全体の流れの
中での３つの大まかな区切りとほぼ対応していた、という偶然にも助けられている。
そこで、以下この報告においては、第１回目授業から５回目までを「フェーズⅠ」、６回目
から10回目までを「フェーズⅡ」、11回目から15回目までを「フェーズⅢ」と、時系列によっ
て区切り、先に、それぞれの段階での実践について触れることとしたい。そしてそれに続く考
察として、実践から見えてきた、オンラインによる指導の可能性を、項目別に論じる。この考
察の部分については、実践によって再認識したことがらに関する報告である。
なお、演習としての性格が強い授業をオンラインで行う際に生じる、多くの科目に共通する
と思われる課題については、ここでは極力省略し、「英語発音トレーニング」に特化した課題
と対応について扱うこととする。
２．フェーズⅠにおけるオンデマンド授業
このフェーズにおける学習内容の中心は以下の４点である。
 英語の音素の発音確認
 IPA国際発音記号の体系（中高で力を入れている学校と、ほとんど触れていないところ
の差が大きい）
 教材（Fables）に親しんでもらう
 音の連結や脱落に着目した発音練習
この中で、全体としてオンデマンド授業の効果が高く見込まれたのは、発音の基礎に関する
とに関する部分であり、より工夫を必要としたのはとである。まず、このフェーズ
全体を通して、以下の形式のもとに実践を行った。
実施したこと
・配信形態
スライド資料を併用したZoomによる授業動画の作成と、ストリーミングでのオンデマン
ド配信（リアルタイム接続はなし）。ただし、MicrosoftTeams上で、授業の進行に関する指
示や課題の提出、フィードバック、個別の質問等への対応は一貫して実施。
・授業動画の概要
双方向型の授業を目指していたため、講義配信という形式を避け、バーチャルに１対１に話
しかける形式でスタート。動画配信自体に不慣れであったため、いわゆるビデオ・エクササイ
ズをイメージ上のモデルとし、以下の形式－を守った。
 発音作業の前に逐次、「どうぞ！」や "Please!"と、キューを振った。
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 キューを振ってからの復唱時間は、実際に相手が発音していることを想定し、自分自身で
少しゆっくりめに頭の中で発音しながら、短すぎず長すぎない時間を確保するように努めた。
 動画内の授業スライドについては、スマホ等で受講する学生を想定し、なるべくシンプル
で装飾を省いたものとし、英字については、特に大きめのフォントを使うように努めた。
 発音箇所については、逐一「画面の共有」を解除し、対面に近い雰囲気が出るように配慮
した。
 発音の基礎に関する解説では、2015年版IPA発音記号
ⅱを使い、英語で使われる音素の
確認を行ったが、その際には表の提示と音声の変化が対応して連続的に理解できるよう配慮
した。
実施後のふりかえり
、について、初回からそのような疑似対話的な形式を徹したため、学生には「そのよう
なものだ」と思ってもらえたのではないかと考える。また、映像配信は、一時停止をしながら
見ることが可能でありながらも、ここでは実際に発声用の時間を含めた状態で流していたため、
学生が何もしない状態では逆に間延びをしてしまう。実際に声に出して発音してもらうことが
理想ではあるが、空いた時間を埋めるためにも、少なくとも頭の中では音声を発話していたの
ではないかと予想される。結果として授業評価で「双方向」に関する評価が高めであったこと
にも関係していると思われる。
、、については、これらの効果についての予測が困難である。現実には、Zoom授業
に対応するため、ほとんどの学生がPCで受講していたと考えられるため、スマホ対応を考慮
することの意義があったかどうかは不明である。また、今後はPC受講が前提となるため、過
渡期における対応ということを超える意義はなかったと考えられる。
３．フェーズⅡにおけるリアルタイム授業
実施したこと
Zoomによるリアルタイム接続が可能となり、一般教室での授業をイメージして、Zoom上
で双方向型の授業を行った。一対一の英語コミュニケーションの授業と比べて異なる点は、以
下のようになる。
 クラス全体での復唱などを、Zoom上で試みた。
 一人の学生にあて、全員の前で発表してもらうことはしなかった。
 早い者勝ちや、ボランティアに答えてもらうクイズなどは実施した。
実施後のふりかえり
については、シンクロは全く実現できず、タイミングはバラバラであった。通信状況、デ
バイスのマシンパワー、個人の反応速度の差異等がばらつきを生じさせたと考えられる。教室
での作業では、完全にシンクロするため、この試みは当初の意図からは完全な失敗に終わった。
また、授業者としては、どの学生がどのような発声をしているのか、ということについて、全
く認知ができない状況であった。
この現状については、数回の実践ですぐに明らかとなったが、かえってこの状況を楽しむ、
というスタンスから、あえて実施を続けた。授業時間内に実際に発声する機会を確実に設ける、
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という意味と、コミカルな状況がアイスブレイキングになる、という意味合いはあったと考え
られる。
なお、こうしたタイムラグについては、今後の技術的な発展（主に通信速度とマシンパワー
の増大）により、解消されるときが近いのではないかと期待される。
、は、参加人数により、画面上ですべての学生を確認できない、という授業者側の事情
から行ったことである。については、他の学生がすぐ隣にいない、という物理的な事情が、
学生の積極性をむしろ増大させたのではないかと思われる。積極的な回答やボランティアをし
てくれる学生が多く、リアルタイム授業に活気をもたらしてくれた。
４．フェーズⅢにおけるオンデマンド配信と個別指導
オンデマンド実施となったフェーズⅢでは、最終課題である個々の学生による物語の音声録
画に向けて、全体のフォローと個別の学生対応とを中心に行った。なお、音声ファイルの提出
については、先のフェーズで実施しており、学生は作業方法に馴染んだ状態である。
実施したこと
 各物語のデモンストレーション、発音の解説、全体的なフォローについては、継続してオ
ンデマンド配信を行った。
 希望学生に、一人20分程度の個別指導（Zoomによるリアルタイム接続）を実施した。
接続は授業時間外にアポイントメント制で行った。学生がその場で音読し、細部の修正やア
ドバイスを行う形式とした。
 過去の音声ファイルの内容について、各学生に改善点等のアドバイスをコメントとしてフィー
ドバックし、最終発表に向けて生かしてもらうようにした。
 提出された音声ファイルについて、事前に周知したルーブリックに従い採点し、コメント
をフィードバックとして行った。
実施後のふりかえり
については、この段階では既にルーティンとなっており、作業量自体を除いては負担がな
く実施できた。ただし、学生は最終発表で朗読する物語（自由選択で１つ）を決めつつあり、
自分が発表しない物語についての練習にどれほど力を入れたのかは確認できていない。全体の
学習量としては、発表に関する部分だけでも満たせるように配慮した。
の個別指導は、対面授業や全体に対するリアルタイム接続が許されない状況において、大
変に重要だと感じた。最初の段階では、どの程度の数の学生が個別指導を希望するのか見えな
い状況であったが、全員に対して「お店を開く」ことを第一に考えた。事前の想定としての希
望者数は、少なくて０名、多くて15名程度と見積もった。実際に実施した個別指導は、のべ７
人（物語を変えて同一学生に２回行ったケースがある）であった。オンライン授業の実施にお
いて、学生授業者ともに多忙を極める中、アポイントメントの日時を決定するまでのチャット
でのやりとりの回数が嵩んだが、希望した学生とは全員調整・実施をすることができた。希望
学生に対する課外でのフォローとして、この方法は大変有益に感じた。ただし、50名を超える
履修者で、ちょうど過度の負担なく実施できる程度の人数に落ち着いたことは、発音の個別指
導という特殊性によるものと思われる。
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、の、音声データを利用したアドバイスと評価は、有意義であった。オンデマンドの利
点として、学生側が配信を何度でも見ることができる、という点が強調されるが、教員側が学
生の作業を評価する上でも全く同じことがいえる。ただし、約２分の学生の発表について、対
面授業では、発表中の２分と、学生が入れ替わる30秒程度の間に、コメントおよび評価のメモ
を済ませていた。今回、より詳細な作業が可能になったことにより、各学生につき、およそ10
分の作業時間となった。作業量と効果とのバランスを考えたとき、このあたりの時間設定が限
界であるように感じられた。
、、の試みは、学生に対して、授業が学生との双方向で進められていると感じてもら
うことに寄与したと思われる。
なお、音声データの英語学習における意義については、次節の考察の第２点目として論じる。
５．考察
遠隔による英語発音授業の実践を通じて、各フェーズにとりあげた実例を横断的に考察し、
実践を通じて感じたところのものを、デモンストレーション動画の位置づけ、「拡声しな
い」音声の利点、情意フィルターに関して、の三点に絞り、報告として記述したい。
 デモンストレーション動画の位置づけ
フェーズⅠおよびフェーズⅢのオンデマンド授業においては、授業内容の配信と合わせて、
教材の物語の音読をアップロードし、受講学生に公開する、という必要が生じた。教材の
Fablesは20の物語によって構成されているため、結果として、解説ビデオとは別に20本のデ
モンストレーションビデオ（各２－３分程度）を作成し、共有動画ファイルとした。作業量と
技術力の都合から、各ファイル内での編集作業は行わず、多少の失敗はそのまま流し、激しい
場合にはその物語を最初から撮りなおす、という方法をとった。
このように、一般的に、英語教員の仕事の一つに、教室内での「お手本」の提示、という作
業がある。例えば、先に教師が文章を音読し、"Repeatafterme."をするような場面がそれに
あたる。また、一定量を一気に教師が読んで聞かせる、という局面も存在する。この作業の意
味が、対面授業における教室と、オンデマンド授業とでは、決定的に異なるのである。
「教室」という狭い空間においては、英語教師は絶対的権威を手にしており、学生や生徒も、
その枠組みの中で動いている。ノンネイティブの英語教師にとって、この劇場内での演技空間
は、往々にして居心地の良いものである。教室内で、英語教師の発音をあからさまに非難する
受講者は、まず存在しないからである。
しかし、外国語の発音には、失敗（mistake）がつきものである。例えば、"l"と"r"の発音
を明瞭に区別できる能力が身についていたとしても、ふとした拍子に間違えて発声してしまう、
という失敗は、しばしば起こることである。これらは、「発音が全体に日本語的である」といっ
たような「発音の種類」の多様性の問題ではなく、単純に、正しいか間違っているか、という、
白黒のはっきりした事象であることがポイントである。そして、教室という空間内にいる限り、
こうした失敗に対する弾劾から、ノンネイティブ英語教師は守られていたのである。
教師が「お手本」をオンデマンド配信するということは、教室空間を自ら破壊する、といこ
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とに等しい。これは、自分の登場する音声や画像データがネット上に拡散するリスクを負う、
という意味においてではなく、「英語の発音」という本来の表現において、教室内という特権
的空間を失い、極めて公平な場で、学生や生徒の審判を仰ぐことになる、という点においてで
ある。教師という立場からは、このプレッシャーに対峙し、なんらかの方法で克服する必要が
生じる。
「失敗はつきもの」であるから、教師が生徒の失敗を温かく見守るのと同様、学生にもご愛
嬌で流してもらいたい、と甘んじることは、できない。その理由は、これが道義的判断による
ものでなく、純粋な実力評価の問題だからである。外国語の発音は、ノンネイティブにとって
は無意識的な部分と意識的な部分を行き来する身体表現である。すなわち、スポーツと同様、
失敗は不可避であるが、失敗の量や確率は、実力の問題なのである。Mistakeが多い、ある
いは目立つ、ということは、それがそのままで、能力の低さとして判断されることになるので
ある。
さて、デモンストレーションの配信で改めてこの問題に直面し、本授業ではひとつの解決策
を試みた。教師の権威を守るという試みを全て排除し、デモンストレーション配信に関する限
り、配信上でバーチャルな教室空間を作るための努力をとらず、こちらから積極的に「ドアを
開く」ことを試みた。具体的には、デモンストレーションビデオ配信と同時配信で、インター
ネット上の関連した動画等で参考になりそうなものⅲを複数チョイスし、学生に提示すること
にした。主観的には、自分自身より上手い、と思われる他人の作品を並べて配信したのである。
授業担当者の映像と並列に画像資料を提示することで、学生から「先生を真似る」という負担
を排除すると同時に、こちらは「お手本」としての肩の荷を下ろすことができるようになった。
定冠詞の付くザ・デモンストレーションとしてではなく、いくつかの参考資料のひとつとし
てのデモンストレーションという位置づけで、自分自身の動画を配信することで、学生は教師
側の失敗や能力の不足を、公平な視点から評価することができるようになる。そのような目と
耳を養ってもらうことを学生の側に投げかけることが、そのままこちらの心の負担を減少させ
ることになった。この場合の教師は、学生にとってのロールモデルとなりうるが、先達者とし
てのそれではなく、同じ道を歩む者としてのモデルとして存在しうるのではないかと考える。
教室空間を出る、ということはノンネイティブ英語教師にとって勇気が必要なことと思われ
るが、今回の遠隔授業により「出ざるを得ない」状況に置かれたことが、先への道筋を示した
ように感じられる。
 「拡声しない音声」の利点
話し言葉による日常的な会話では、我々は大声をあげたり、大きな抑揚をつけて発声したり
しない。逆に、驚いたり、何かを強く強調したい時、また、怒鳴りつける時などは、通常時と
は極端に異なった表現をとることにより、その効果を発揮する。発話時の音量、音程の振れ幅
は、平常時には全体のダイナミズムを目一杯使わず、小さめの音量、やわらかい音質、振れ幅
の少ない音程を用いている。
遠隔授業は、従来の教室における英語授業が、いかに自然な発声から離れがちであるのか、
という点に注意を促してくれる。
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教職を目指す学生は、小中学校で元気の良い英語授業を行うことを目指している。そして、
そのような英語授業では、児童生徒は、大きな声でメリハリをもった発音をし、音の強弱、イ
ントネーションを積極的に表現する。そして、教職課程における英語発音授業もまた、受講者
の大学生に対して、同じことを要求しがちである。これは、活気のある英語授業にとってよい
効果をもたらす反面、少なくとも二つの大きな問題を孕んでいる。ひとつは、先述のように、
こうした発話が、通常のコミュニケーションにおける発話の仕方と異なっていることであり、
もうひとつは、「元気のない話し方」をする学生に対する評価を実際よりも低く見積もってし
まう危険を含んでしまうことである。
大きな声で話すことと、通常の声で話すこととは、全く異なった発話の行為であり、大声で
話すことができれば小声で話すこともできる、という性質のものではない。そして、発音授業
にとっての理想的状況は、できる限り現実の使用場面に近い環境で、実践的なトレーニングを
積むことである。
舞台俳優とテレビ俳優の演技の仕方が異なる経緯は、場面や目的の差だけではない。録音・
映像・配信技術といった、技術的な発展によって表現の可能性が拡大したことを忘れてはなら
ない。私たちが通常、母語でコミュニケーションをとるのになるべく近い状況で、英語でコミュ
ニケーションをすることができるようにするためには、なるべく自然に近い状況で練習するこ
とが望ましいと思われる。この点について、教師側の視点から、配信、受信の双方についてみ
ていきたい。
まず、配信であるが、平常の音量や話し方で発声できる、というのはICT利用の決定的な
強みである。例えば、有声音の [d]と無声音の [t]の区別（口の形と動きは全く同じ）を実
演する場合をみてみよう。ともに子音であるから、本来、それほどの音量が出る発音ではない。
通常の教室で行う場合には、不自然に音圧を上げなければならないが、そうすると、本来は強
調されないはずの強い破裂音が混じってしまいがちになる。また、マイクを通した場合には、
マイクの性能だけではなく教室自体の反響によって、音がこもり、有声音と無声音の差が分か
りにくくなる。これに対して、画像配信では、自然な状況での発音を、そのまま伝えることが
できる。これは"kitten"等の"tt"部分の、英語や発音の種類による様々な違いを練習する際
にも同様である。そして、口の形や動き自体が大きく異なる発音の場合には、なおさら、教壇
の教師の口を凝視するよりも、画面越しに見た方が的確である。これらは、近年の通信状況、
デバイスの発展の恩恵によるものである。
受信については、フェーズⅢで確認したように、学生によって録音された音声素材の評価に
ついて効用がある。対面型の授業では、学生の朗読・暗唱発表の際に、教師は教室の後列（一
番後ろの学生よりもひとつ後ろの席）で発表を聞き、評価も行った。その際、聞き取りやすい
学生の発音は、平常の会話レベルより大袈裟な話し方をしたものであり、逆に、普通の話し言
葉として発表する学生の発音は、聞き取りにくかった。こちらとしてはコミュニケーションを
意図して構成していたつもりの授業が、プレゼンテーションを強調するものとなってしまって
いたのである。録音による評価は、学生の提出作品に対する、より詳細なフィードバックの還
元と、評価のさらなる公平性にもつながったと感じている。
遠隔授業によって、「拡声しない音声」の大切さを再確認することとなった。
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 情意フィルターに関して
情意フィルターとは、授業の受講者が、気楽な気持ちで学習言語を使って表現することを阻
害するような心理的な緊張や障壁のことで、Krashenによって提唱されて以来、英語教育に
様々なヒントを与える概念として利用されている。一般的に、英語の授業では児童・生徒の情
意フィルターを下げることで、活気のある効果的な授業が見込まれると考えられており、児童・
生徒の情意フィルターを下げるための様々な工夫が模索されているⅳ。
さて、発音というのは、誰かに聞いてもらってはじめて成立するものであり、発音が良いか
悪いかを判断するのは、話してではなく、聞き手にほかならない。つまり、よい発音を目指す、
というのは、自分の向こうにコミュニケーションの相手がいる、ということを想定しているこ
とが暗黙の前提となっている。しかしそのことと、たまたま今の授業担当の教師、あるいは同
じ授業の他の受講生たちが、自分の発音を評価してくれる「その相手」であることとは、話が
別である。換言すれば、「英語の発音は上手になりたいが、目の前の教師や他の受講生には自
分の英語を聞かれたくない」と思う受講生がいたとしても、全く不思議なことではない。一歩
海外に出れば英語を使ってみたいが今この教室で披露することには気が引ける、と思う学生が
いることは、十分に考えられるのである。そしてそのような感覚は、従来の教室英語の授業に
おいては、あまり尊重されてこなかった。
そのように考える学生、または、元々が性格的に内気な学生に対し、オンデマンド授業は、
情意フィルターを下げる効果があるのではないかと考えられる。
そのように思われる根拠は、録音作品について、自信がなさそうな印象を与える発表が皆無
であったことによる。検証の手段は持ち合わせていないものの、スマホやPCの「録音」ボタ
ンを押すと同時に、ほとんどの学生が、タスクそのものに集中していたのではないか、と思わ
れる。目の前にオーディエンスが不在であることにより、情意フィルターが下がり、英語の発
音に集中できていたとすれば、持って生まれた性格や英語の発表に関する個人的な趣向の違い
がプレゼンテーションのクオリティに影響を与える不利益を、避けることにつながったはずで
ある。
他方で、情意フィルターの問題と、即時性やワーキングメモリの問題とは、深く関係している。
実際のコミュニケーションで求められるのは即時性と即興性であり、その際にはワーキングメモ
リの容量が影響を与えると考えられる。とりわけ、発音に関しては、何の抑圧下にもない場合に
は正確で流暢な発音ができたとしても、現実的なコミュニケーションのプレッシャーのもとでは
犠牲になりがちである。そうであるからこそ、聴衆を前に暗唱発表をする、という試みが「発音」
のトレーニングとして大きな意味を持つと考えられたのである（宇野，2019）。今回の新たな考
察を経て、この問題にどのように折り合いをつけるのかを考えなければならない。
ひとつの解決策としては、この問題を理論上の対立としてではなく、実践上の指針として捉
えることである。学生へのタスクとして、一方は、読み聞かせの録音課題であり、もう一方は、
オーディエンスの前での暗唱発表である。これらを比較すると、このふたつは同等のタスクで
はなく、後者の方がより高度な能力を要求したものである、ということには問題がないと思わ
れる。すると、前者のタスクを、後者のタスクへの「足場がけ（scaffolding）」として利用す
る、という方策が考えられる。具体的には、前者のタスクを中間段階での課題とし、学期末に
―174―
後者のタスクを課した上で、性格や趣向による不利益を最小限に抑える手立てを考える、とい
うものである。このような実践的見地から、今後、有効な手立てを模索していきたい。
６．結論
発音は音声言語に関するものであり、音声言語の主な目的は、人と人との生の対話である。
この、対話という面からも、外国語の発音の授業が、対面授業という形式で双方向的に展開さ
れることは、大きな前提となるであろう。
その一方で、発音は、物理的な性質としての音声、そして身体的作業としてのその発声に関
わる分野である。人の声の微妙な表情の再現や、母国語に存在しない音素の発声においては、
ICTの活用がその本領を発揮する。
考察でも見たように、離れた距離にいる教師／学生に聞こえるように幾分声を張り上げたり、
必要以上の抑揚をつけて発声したりすることは、英語の教室内で頻繁に起こりうることである
が、それは、通常の言語使用における自然な状況からは少し離れた行為になる。これに対して、
現在の技術的水準では、リアルタイム通信においては双方が自然な速度、音量、イントネーショ
ンで音声言語を使うことができ、また、オンデマンドでは音声や身体表現の微細な部分の認知
が可能となる。
ICTの活用と遠隔授業とは、局面が重なることはあれども、互いにカテゴリーを異にする
概念である。2020年度の社会的情勢において「遠隔」という距離的制約から出発した今回の試
みではあったが、こと英語の発音授業においては、今後は、「近接」においてこそ、今回の資
産を生かしていくことができるのではないだろうか。
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注
ⅰ 2020年度春学期授業評価アンケートにおいて、「担当教員の教え方は適切であった」で5.08、「担当教員の
一方的な授業ではなく、双方向的な授業だった」で5.25（各６点満点）の学生による評価を得た。
ⅱ 外国語学習で用いられる、 InternationalPhoneticAssociationによる標準的な国際発音記号表で、以
下でダウンロード可能：https://www.internationalphoneticassociation.org/sites/default/files/IPA_
Kiel_2015.pdf
ⅲ 教材の一部をネイティブが読み聞かせをするYouTube動画も存在したが、物語作品であることから著作
権上疑念がもたれるアップロードも存在したため、関連動画については物語そのものの映像を避ける形で
学生に紹介した。
ⅳ 情意フィルターの低下が学習効果を増大させるというテーゼを検証することは、現実的には不可能であろ
う。例えば、罰則や受験等で生徒に大きなプレッシャーを与えることで、情意フィルターは上がりつつも
学習効果は増大する、という状況も考えられるし、それに近い様々な実践がなされてきた。
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